
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の皆様の疑問にお答えするため、日々のくらしに深くかかわ

る市の財政状況を、身近な「家計」にたとえて、できるだけわか

りやすく説明します。 

ダッペエと一緒に読みすすめてみましょう。 
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この『館山市の家計簿』は、市民の皆さまに「館山市の財政状況」

や「税金の使い方」について、もっと身近に感じてほしい、理解を深

めてもらいたい、という思いから平成２２年度より作成しております。      

国全体が本格的な人口減少社会に突入し、少子高齢化が加速する中、

地方自治体には今まで以上に知恵を絞った行政運営が求められていま

す。現在、市の財政運営は厳しい状況にはありますが、この事態を打

開するため、本年 4 月に『第 3 次館山市行財政改革方針』を定め、こ

れを実行することで、”“将来世代”のため健全で安定した行政運営を目

指してまいります。 

また、今後様々な取り組みを検討し実行していくためには、市民の

皆さまと対話を重ね、市政の情報を共有することが何よりも大切なこ

とであると思っております。 

皆さまと共に、館山の現在、未来を考えるために、この『館山市の

家計簿』が一助となれば幸いです。 

平成３０年５月 

館山市長 金丸 謙一  

 予算の仕組み，種類や金額   ・・・・・・・・・・   ３Ｐ～ 

 予算を家計に例えると     ・・・・・・・・・・  １４Ｐ 

 市の借金・貯金，各種財政指標 ・・・・・・・・・・  １５Ｐ～ 

 行財政改革の取組み          ・・・・・・  ２1Ｐ～ 
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予算とは何ですか？ 

A．館山市に１年間（４月～３月）  

に入ってくる収入の見積りと、 

その使い道を表すものです。 

予算は、どうやって決めていくの？ 

A．市長は、予算案をつくり市議会へ提出し、市議会の審議と議決に

より予算が成立します。 

［ 予算作成スケジュール ］ 

【９月】 市長は、市役所の各部署へ「予算編成方針」 

（来年度の行政サービスの方向性）を指示 

【９～１１月】各部署は、市民の皆さまからの意見・要望等 

を踏まえ１年間の行政サービスを検討 

【１１～１月】市長は、各部署からの予算要望を「予算案」としてまとめる 

【２月】   市議会へ「予算案」を提出 

【２～３月】 市議会による審議 →  議決により決定 

議 会 

※市民の代表 

市 長 

※市民の代表 

市 民 

調整・執行 提案・議決 

公開・監視 
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予算の種類と規模は？ 

A．どの収入がどんなことに使われるか、収入と支出の関係をはっきり

させるため、「一般会計」と「特別会計」に区分しています。  

平 成 3 0 年 度 当 初 予 算 額 

教育、福祉、道路整備

など市の基本的な行政

サービスを行う会計  

国民健康保険税や下水道

使用料など、特定の収入

で、特定の事業を行う場合

に設ける会計  

（  ）内は前年度当

初予算額及び増減比

率です。  

【 後期高齢者医療会計 】

７億３，４５５万円

（7億2,504万円 1.3％増）

【 下水道事業会計 】

８億 ５４９万円

（8億5,897万円 6.2％減）

【 一般会計 】

１７9億５，３００万円

（175億7,000万円 2.2％増）

【 特別会計 】

１3０億８，７９２万円

（150億8,905万円 13.3％減）

【 国民健康保険会計 】

５８億５，５７９万円

（75億9,858万円 22.9％減）

【 介護保険会計 】

５６億９，２０９万円

（59億 647万円 3.6％減）
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ここ数年の予算額の推移は！？ 

 

 

 

特徴と傾向を  

解説します。  

▼ 一般会計予算について  

高齢化に伴う医療・介護費用など社会保障関連経費の増加に対応

するため、予算規模は年々増加してきました。平成３０年度予算は、

過去最大となった平成２８年度に比べ減少していますが、大規模事

業が完了したにも関わらず高止まりの傾向にあります。  

▼  特別会計予算について  

高齢化の進行などによる医療費や介護サービス費の増額により、

平成２９年度まで年々増加していました。  

平成３０年度は、国民健康保険制度の変更（広域化）により大幅

に減少しています。  

80 

120 

160 

200 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

160.8 
155.9 

164.1 163.3 165.8 

178.6 

189.8 190.3 

175.7 
179.5 

116.2 
117.6 118.0 

123.7 

133.7 
137.1 

148.1 148.6 
150.9 

130.9 

当初予算規模の推移（過去1 0年間）

一般会計 特別会計

過去
最大

特別会計（年々上昇）

Ｈ30は国保広域化により減

単位（億円）
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他の市と予算を比べると、 

多いの？少ないの？ 

Ａ．市民１人あたりの予算額は、同規模団体に比べ、館山市が一番 

少ない状況です。 

予算の規模は、おおよそ人口に比例します。人口により、税収の増減が

ある一方、行政サービス費用（ごみ処理・子育て関連経費など）も増減

します。そのため、他市の状況と比較をする場合には、人口規模が同程

度の団体と比較する必要があります。 

 

▼  県内の同規模団体（市）  

この冊子では，人口規模が同じ，

勝浦・鴨川・富津・南房総・いす

み・匝瑳の６団体を指します。  

 行政サービス  

税 金 

市 役 所 

南房総市 や鴨川 市 の市 民１人あ た

りの予算額が多いのは、市町村合併に

より地方交付税 ※や特例債 ※などの収

入が手厚く配分され、館山市より多く

の予算を使うことができるからです。 ※地方交付税：７頁参照 

※特例債：合併した市町村が使える条件の有利な地

方債（借金）。 

 

一般会計予算額と市民１人あたり予算額の比較

179.5

160.7

226.2

168.9

37.9

45.5

58.0

50.3

0

20

40

60

80

0

50

100

150

200

250

館山市 同規模団体

平均

南房総市 鴨川市

予算額 （億円）

市民１人あたり （万円）

（億円） （万円）
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Ａ．一般会計の歳入予算額（179 億 5,300 万円） 

の内訳は、以下のとおりです。 

収入の種類と金額を教えて！ 

項 目 説  明 具 体 例 

市  税 皆さまから市に納めていただいた税金です。 ９頁参照 

使 用 料 

手 数 料 

市の施設利用や証明書類の発行時にいただいているお

金です。 

公民館使用料 

公立保育園の保育料 

住民票発行手数料など 

基 金 繰 入 金 基金（市の貯金）を取り崩すお金です。 財政調整基金繰入金など 

そ の 他 の 

自 主 財 源 

特定事業に必要な経費の一部を負担金として納めてい

ただくお金などです。 

私立保育園の保育料 

がん検診徴収金など 

地 方 交 付 税 
全国の地方公共団体が、一定レベルの行政サービスが

できるよう国から交付されるお金です。 
 

国 庫 支 出 金 

県 支 出 金 

特定事業の経費の一部として、国や千葉県から交付さ

れるお金です。 

児童手当負担金 

選挙費用委託金など 

市  債 
公共施設（道路や学校など）の建設や改修をする際な

どに、国や銀行などから借りるお金です。 
 

そ の 他 の 

依 存 財 源 

皆さまが国や県に納めた税金の一部が、地方に譲与さ

れるお金などです。 

地方消費税交付金 

地方譲与税など 

 

自
主
財
源

（
44.

7
％
）

依
存
財
源

（
55.

3
％
）

使用料・手数料

6億4,296万円

（3.6％）

地方交付税

37億6,800万円（21.0％）

国庫支出金

25億8,358万円

（14.4％）

市税 55億9,351万円（31.2%）

［ 内 訳 ］

市 民 税 22億7,566万円

固定資産税 22億7,460万円

都市計画税 4億7,125万円

市たばこ税 4億 7万円

軽自動車税 1億4,124万円

入 湯 税 3,069万円

その他の依存財源

12億5,534万円

（6.9％）

基金繰入金

8億7,102万円

（4.9％）

その他の自主財源

9億2,007万円（5.1％）

県支出金

10億7,282万円（6.0％）

市債

12億4,570万円

（6.9％）
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理由②  世代間負担の公平性  

将来にわたり利用する公共施設の建設・改修にかかる費用は，現在市内に住

んでいる現役世代だけで負担するのではなく、将来世代にも負担してもらいま

す。  

理由①  単年度の財源確保  

学校改修や公園整備など一度に多額の経費が必要となるとき、借金すること

で財源（収入）が確保でき、他の必要な事業にも取り組むことができます。  

自主財源・依存財源とは？ 

どうして借金（市債）をするの？ 

自主 

財源 

市が自主的に調達できる収入  

（市税、使用料、基金取崩し等） 

依存 

財源 

外的要因に頼る収入  

（国・県支出金、市債等）  

将 来 世 代 

負 担 は 公 平 に 

現 役 世 代 

自主財源は、「自治体の財政運営の体力」と言われています。その割合が大きいほど、自立した財

政運営が可能となります。依存財源は、国・県から交付、割り当てられる収入です。 

館山市の歳入をみると、自主財源は歳入全体の

44.7%、依存財源が 55.3%となっており、依存財

源の比率の方が高いことが判ります。 
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項 目 説  明 種 類 

個 人 市 民 税 
市民の皆さまから、給与などの所得を基準に納めていただく税金

です。 
普通税 

法 人 市 民 税 
市内に事業所などを有する会社が、収益などを基準に納める税金

です。 
普通税 

固 定 資 産 税 
市内に土地・家屋及び償却資産を所有している人が、その固定資

産の価格をもとに算定される税額を納めていただく税金です。 
普通税 

市 た ば こ 税 

たばこの製造業者や卸売販売業者などが、市内の小売販売業者に

売り渡した「たばこ」に対して課されるものです。皆さまが購入

するたばこの代金の中に税金が含まれています。 

普通税 

軽 自 動 車 税 
軽自動車や原動機付自転車などを所有している人に、納めていた

だく税金です。 
普通税 

都 市 計 画 税 
都市計画区域内（館山市は市内全域が指定）にある土地・家屋に

対してかかる税金です。 
目的税 

入 湯 税 鉱泉浴場における入浴に対し課税されます。 目的税 

市税収入について、詳しく教えてください。 

○Ａ  市民の皆さまが、直接館山市に納めていただく税金は、合計７種類

あります。詳しい説明は以下のとおりです。 

 

都市計画税と入湯税は「目的税」と言われ、 

使いみちが定められている税金です。 

都市計画税は、都市計画事業に要する費用に 

使うこととされ、平成 30 年度では、船形館山 

線道路整備事業（船形バイパス）や公共下水道整備事業、過去に実

施した都市計画事業（青柳大賀線などの都市計画道路整備事業）の

市債返済などに充てられます。 

 入湯税は、観光振興事業や消防施設整備などに要する費用に使う

こととされ、観光イベントや消防車両の購入費用などに充てられま

す。 

目 的 税 の 

使 い み ち 

市税予算総額

55億9,35 1万円

個人市民税

19億4,772万円

（34.8％）

法人市民税

3億2,794万円

（5.9％）

固定資産税

22億7,460万円

（40.7％）

市たばこ税

4億 7万円

（7.1％）

入湯税

3,069万円（0.6％）

軽自動車税

1億4,124万円

（2.5％）

都市計画税

4億7,125万円

（8.4％）
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歳入予算の推移はどうなっているの？ 
 

 ３つのポイント 

 

① 市税収入の伸び悩み・・・ 

  全国の地方都市と同じように、高齢化に伴う生産人口の減により減少傾向となってい

ます。 

② 地方交付税・国県支出金は、年度間で大きく変動 

  地方交付税は近年横ばいですが、国の政策により変動することがあります。また、国

県支出金も、国の政策や国・県補助事業の実施の有無により年度間で変動します。 

③ 市債（借金）は以前の水準に 

  公共施設の耐震化の影響で、平成 26年度から平成 28年度は借入額が増加していまし

たが、平成 29 年度から以前の水準に戻っています。今後も借金の返済額、残高を考

慮し、適切な規模での活用を図ります。 
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▼ 歳入予算額の推移 （過去１０年間）

単 位 （ 億 円 ）

◆ 市税

■ 地方

交付税

▲ 国・県

支出金

＊ 市債

● 基金

繰入金

○ 自主財源

比率（％）

□ 使用料

手数料

公共施設耐震化

事業などによる

増

国の交付税総額の

回復による増

大型事業の完了による減

高齢化率の上昇や人口減少により

年々減少
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目 的 名 称 具  体  例 

民 生 費 
福祉の推進のため 

（生活保護、障害・介護、子育て関連経費など） 

教 育 費 
教育（学校整備や給食事業など）、文化振興（博物館運営など）、スポーツ振興

など 

衛 生 費 清掃関連（ごみ処理経費）、医療関連（予防接種など）、上水道整備費用など 

総 務 費 
防災関連（防災行政無線整備など）、地区コミュニティ費用・その他一般的な

事務費用 

公 債 費 市債借入金の返済費用（元金・利息） 

土 木 費 道路・橋梁・河川整備や下水道整備費用など 

消 防 費 救急救命や消防活動事業など 

そ の 他 農水産業・観光業・商工業の振興や災害関連経費、議会経費など 

 

予算はどんなことに使われるの？ 

目的別にみると… 

18億9,999万円（10.6％）

民生費

衛生費
総務費

土木費

69億7,381万円

（38.8％）17億1,937万円（9.6％）

19億7,341万円

（11.0％）

歳出総額

179億5,3 00万円

その他

10億6,880万円

（6.0％）

消防費

10億1,124万円

（5.6％）
教育費

15億1,179万円

（8.4％）

公債費

17億9,459万円（10.0％）
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性 質 名 称 説 明 ・ 具 体 例 

扶 助 費 
生活困窮者や障害者、子育てなどの生活をサポートするための費用 

（生活保護費、障害者・子ども医療費、児童手当など） 

人 件 費 市長や市議会議員、市職員の給料・手当、各種委員や消防団員への報酬などの費用 

物 件 費 
光熱水費、事務用機器のリース代、消耗品購入費、業務委託費用など消費的な性質を

もつ経費や非常勤職員の賃金など 

繰 出 金 特別会計（国保・介護など）の運営を補うため、一般会計から支出する経費 

補 助 費 
各種団体活動への補助金（老人クラブ・地区コミュニティ・産業団体など）や、各種

連合組織への負担金（安房郡市広域市町村圏事務組合負担金）などの費用 

公 債 費 借金（市債）の返済費用（元金・利息） 

投 資 的 経 費 
道路・学校などの公共施設の改修費用や施設の災害復旧費用など、 

将来も資産となって残るものに対する支出 

そ の 他 施設の維持補修費や他団体への貸付金・出資金など 

 

予算はどんなことに使われるの？ 

 

支出は、前頁で説明した「目的別」の

ほか、使い方で分類する「性質別」で表

すこともできます。  

性質別にみると… 

1,795,300

歳出総額

179億5,3 00万円

扶助費

人件費

物件費

38億 868万円（21.2％）

31億9,673万円

（17.8％）

29億1,325万円（16.2％）

繰出金

その他

3億1,802万円（1.8％）

公債費 17億9,458万円

（10.0％）

26億3,840万円（14.7％）

補助費
18億9,541万円

（10.6％）

投資的経費

13億8,793万円

（7.7％）
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 歳出予算の推移はどうなっているの？ 

35.1 

32.4 
31.6 

31.1 

32.3 32.1 
33.1 33.0 

32.5 
32.0 

24.1 

27.2 

32.5 
32.2 

34.0 34.4 

35.6 35.7 

37.2 

38.1 

19.7 

17.9 17.1 

19.0 

21.2 

29.1 

21.7 

13.9 

19.3 

26.4 

5

15

25

35

45

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

単 位 （ 億 円 ）

▼ 歳出予算額の推移（過去１０年間）

◆ 人件費

□ 扶助費

● 投資的

経費

○ 繰出金

＊ 公債費

【 人件費は減少傾向 】

市職員数の削減や給与・各種手当などの減額によるもの

【 扶助費は年々増加 】

生活保護費や障害・医療などの

福祉関連経費の増加

【繰出金】高齢者人口の増

加に伴い、介護会計などへ

の支出が年々増加

■ 補助費

▲ 物件費

【 投資的経費 】

H26～ H2 8 東日本大震災

後の各種耐震化事業や房

南小中一貫校整備事業実

施に伴う増

３つのポイント！！  

①  社会保障関連経費の増加  

高齢化の進行に伴い、扶助費は年々増加しています。後期高齢者医

療特別会計や介護保険特別会計への繰出金についても年々増加して

いる状況です。  

②  人件費，公債費は抑制傾向  

人件費，公債費は抑制傾向にあり、年々減少しています。一方で委

託費など物件費は増加傾向にあります。  

③  投資的経費は年度間で変動  

投資的経費は実施した建設事業などの規模により変動します。  

今後は、平成２９年度に策定した「公共施設等総合管理計画」に基

づき、計画的に施設やインフラの更新をすすめることにより、経費

の抑制と平準化を図ります。  
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た て や ま 家  

 １ ヶ 月 の 家 計 簿 

《 支 出 》 

 

    食費（人件費）     4.5 万円  

   医療・介護費（扶助費）  5.3 万円  

 ローンの返済（公債費）    2.5 万円  

 光熱水費・消耗品購入    4.1 万円  

  （物件費） 

 地区会費やサークル活動費   2.6 万円  

（補助費） 

家のリフォーム費用      1.9 万円  

（投資的経費） 

子どもへの仕送り（繰出金）  3.7 万円  

 

貯蓄や知人への貸付など   0.4 万円  

 

（  合  計  ）       25.0 万円  

《 収 入 》 

 

 給与           10.0 万円  

  世帯主  給与      7.8 万円  

   （市税収入） 

  パート  収入      2.2 万円  

   （使用料など） 

 

 貯金の取崩し      1.2 万円  

  （基金繰入金） 

 親からの援助     12.1 万円  

  （地方交付税・国県支出金など）  

 銀行からの借入      1.7 万円  

 

 （  合  計  ）       25.0 万円  

一般会計決算を家庭の総収入

300 万円（※１ヶ月２５万円）の

家計に例えて説明します。  

 

  

収入の半分は親からの援助に頼っている状況です。  

支出も固定的に支払わなければならない費用が大半を占めており、自

分の裁量で使用できるお金はそれほど多くない状況です。  

  家計として楽ではありませんが、「毎日の節約」を基本に、「良く考え

て賢く使う」ことで、上手にやりくりしていく必要があります。  
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市の借金は、どのくらいあるの？  

   ３つのポイント  ！！  

①  借金残高はピーク時（Ｈ１５）から、約２３億円減少しています。  

②  借金残高や返済額が急激に増加することがないように財政運営を行

っていますが、今後は『給食センター整備事業』『第三中学校整備事

業』『清掃センター改修事業』など、市民生活に必要とされる大規模

事業が控えており、市債残高の増加が予測されています。  

③  市民１人あたりの借金残高は，県内同規模団体平均よりも少ない状況

となっています。  

200.5

166.1
162.9 164.4

167.7

171.4
177.3

180.9
177.5

60.8
55.8 55.4 54.6 53.7 52.6 52.1 50.7 49.7

165.5 164.5
169.6

174.2
180.9 180.4

174.4

0

50

100

150

200

H15

（ピーク時）

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（見込）

普通会計債 下水道会計事業債

県内同規模団体平均値

（普通会計債）

▼ 市 債 残 高 の 推 移 及 び 県 内 同 規 模 団 体 と の 比 較

（単位：億円）

市民１人あたり残高

（Ｈ２８普通会計債）

館 山 市 ･･･ ３７．７万円

同規模団体平均･･･ ４９.２万円
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市の貯金は、どのくらいあるの？ 
 

 市民１人あたり残高見込  
    （Ｈ２８財政調整基金）  
 館  山  市  ･･･ ２．９万円  
 同規模団体平均 ･･･ ７ .４万円  

   ３つのポイント  ！！  

①  基金（貯金）の種類  

▼  特定目的基金  
⇒  特定の目的のため積立を行うもの  
（例：庁舎等建設基金、スポーツ振興基金など）  

▼  財政調整基金  

⇒  急激な税収減少や災害時などの不測の事態に備えるもので、  

「自治体財政運営のかなめ」と言えます。  

②  平成２５年以降，歳出予算の拡大に対応するため、財政調整基金を取崩

しながら財政運営を行ってきました。大規模事業がひと段落したこと

もあり、平成 28~29 年度決算では財政調整基金の取崩しを行いません

でした。  

③  市民１人あたりの貯金残高は、県内同規模団体平均よりも少ない状況で

す。  

※決算数値 

（1.3）
（1.3）

（4.2） （10.2）

（14.4）

（15.4）

（14.8）
（13.7）

（13.7）

（27.4）

（23.5）

（23.8）

（23.6） （23.8）

（25.0）

（25.5）

（26.2）

（26.3）

12.1 

15.1 

22.1 26.1 25.6 
27.0 

23.3 

26.1 
27.6 

0

10

20

30

40

50

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（見込）

その他基金

財政調整基金

県内同規模団体平均値 （財政調整基金）

40.3

28.7 28.0

38.2

40.4

33.8

24.8

（単位：億円）

▼ 基 金 残 高 の 推 移 及 び 県 内 類 似 団 体 と の 比 較

行財政改革における各種

取組み成果や地方交付税

の復元などによる

40.0

（27.3）

（13.8）

41.1

財政調整基金はここ数年

は横ばいで推移（同規模

団体は増傾向）

39.9
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市の財政状況を表す指標には、 

どんなものがあるの？ 

Ａ． 各種財政指標は、自治体の財政状況を判断する目安となります。  

多くの指標は、その年の決算とともに作成されますので、直近の平成２

８年度決算時点における、主なものを紹介します。 

自治体の財政力を示す数値です。数値の高い方が財政力の強い

自治体であり、1.0 を超える自治体は、市税など標準的な収入で標準的な行政サー

ビス経費を全て賄える（＝地方交付税が交付されない）団体です。  

（  算定式  ＝  基準財政収入額  ÷ 基準財政需要額  ）  

（  館山市Ｈ２８数値：0.58＝  50 億 7,401 万円  ÷ 88 億 564 万円  ）  

※  基準財政収入額  ･･･ 自治体が自由に使うことのできる収入（一般財源）のこ

とです。市税収入や地方交付税譲与税などの合算額です。  

※  基準財政需要額  ･･･ 標準的な行政活動を行うために必要な経費の金額です。

人口や面積、道路や公園、公共施設数などにより、「国の基準で算定した館山

市の最低限必要な経費」と言えます。  

財 政 力 指 数 

▼ 財 政 力 指 数 （ 単 年 度 ） の 推 移

0.657 0.663 

0.622 

0.584 0.584 0.583 0.578 0.583 0.571 0.576 

0.914 0.906 
0.882 

0.809 0.800 0.793 0.791 
0.804 0.802 0.805 

0.636 

0.612 
0.583 

0.546 
0.551 

0.544 0.541 0.543 
0.530 0.525 

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

館山市

県内市平均

県内同規模団体平均

平成２８年度に数値が 1.0 を超え

た県内自治体は、６団体（市川・成

田・市原・君津・浦安・袖ヶ浦）で

した。  
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自治体の財政構造の弾力性（＝  自治体が自由に使えるお金が多くあること）

を示す指標で、自由に使える経常的な財源（市税などの一般財源）が、経常的に

支出される経費（人件費・扶助費・公債費など）にどれだけ充てられているかを

表します。  

家計に例えると、食費・医療費・ローン返済など固定経費の支払が、毎月の給

料のどの程度の割合になるかを示した指標であり、数値が高いほど、家計に柔軟

性がなく，自由に使えるお金が少ないことになります。  

（ 算定式 ＝ 経常経費一般財源 ÷ 経常一般財源 ） 

（ 館山市 Ｈ２８数値：98.2％ ＝ 10７億 9,454 万円 ÷ 109 億 9,163 万円 ） 

 

経 常 収 支 比 率 

経常収支比率は、扶助費などの経常的な支出増加により、平成２０年度に

は１００％を超えました。  

その後、行財政改革による取組みや地方交付税の増加などにより、比率は

下がりましたが、近年、扶助費や繰出金の増加などにより、再び上昇傾向と

なり、平成 2８年度決算では県内で 2 番目に高い数値となっています。  

※鴨川市は 93.7％、南房総市は 87.8％  

99.0 

101.5 

96.8 

89.5 

92.7 
92.7 

94.3 

96.4 

94.8 

98.2 

92.5 
91.9 91.4 

88.6 
90.0 

91.0 

90.3 
91.5 

89.7 

92.1 

94.3 
92.4 

89.7 

84.8 

87.9 
88.6 

88.2 

89.8 

87.9 

90.6 

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

館山市

県内市平均

県内同規模団体平均

適 正 範 囲

▼ 経 常 収 支 比 率 の 推 移
（単位：％）

県内２番目に悪い数値
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 平成１９年に自治体の財政破綻を未然に防

ぐことを目的に、「自治体財政健全化法」が成立し、財政の健全化を判断する 4

つの指標の公表が義務付けされました。  

各指標には、国の定める基準があり、基準値を超える団体は財政健全化計画

などを作成し、その計画に沿った運営を行うことになります。  

財 政 健 全 化 判 断 比 率 

いずれの指標も、国の定めた

基準を大幅に下回っている状況

で問題ありません。将来負担比

率については県内市の平均値よ

り悪い数値となっています。  

（単位：％）

実 質 赤 字 比 率 － － 13.20 20.0 普通会計の赤字の程度を表す指標

連結実質赤字比率 － － 18.20 30.0
すべての会計を合算した市全体の赤字の程度を表す指標

（市全体の財政運営の深刻度を示す）

実 質 公 債 費 比 率 5.4 5.8 25.0 35.0
借入金の返済額などが財政に及ぼす負担を表す指標

（資金繰りの危険度を示す）

将 来 負 担 比 率 65.7 43.8 350.0 －
借入金残高や将来支払いの可能性のある負担などを，現
時点で表す指標
（将来の財政運営の危険度を示す）

※ 実質赤字比率・連結実質赤字比率は，赤字額がない（黒字）ため「－」で表示しています。

説　　明４ つ の 指 標
市数値

（Ｈ２８）

国の定める基準

早期健全化基準
（黄信号）

財政再生基準
（赤信号）

県内市

平均

7.4 7.0 

5.9 
5.4 5.4 

8.0 
7.5 

6.7 
6.1 

5.8 

9.6 
8.9 

8.4 
8.2 8.2 

0

5

10

15

20

25

30

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

館山市

県内市平均

県内同規模団体平均

早期健全化基準（黄色信号）

▼ 実質公債費比率の 推移
（単位：％）
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
79.1 

70.7 
67.3 66.9 64.6 

65.7 

64.0 

52.4 52.9 52.9 
46.3 43.8 

90.9 
85.4 
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72.9 

63.3 
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館山市

県内市平均

県内同規模団体平均

（単位：％）

早期健全化基準（黄色信号）

▼ 将来負担比率の推移
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ここまでの内容を3つのポイントにまとめました。 

 

人口減少、高齢化の進行などの影響により、歳入では市税など自主財源が減少しています。 

一方で、歳出では社会保障関連経費など、支出しなければならない経費が増加しています。 

  限られた収入で必要な支出が確保できるよう、下記に留意して財政運営を行います。 

 

・市の裁量で行う事業は、重要度・緊急度・費用対効果などを比較し，選択して実施します。 

・事業を実施する際は、国・県補助金などを積極的に活用します。 

・建設事業や大規模事業は、将来を見据え計画的に実施します。また、建設にかかる費用や

借金を平準化することで、安定した財政運営を行っていきます。 

  

貯金（財政調整基金）は、県内類似団体と比較すると少ない状況です。 

借金は県内類似団体と比べ、比較的少ない状況ですが、『給食センター整備事業』『第三中学校

整備事業』『清掃センター改修事業』など市民生活に必要な大規模事業が控えており、残高の増

加が予測されています。 

 国の財政判断の基準である『財政健全化判断比率』では問題がありません。 

一方、財政の柔軟性を表す指標である、『経常収支比率』の数値は悪い状況です。 

これは、人口減少、高齢化など社会情勢の変化による影響が大きいと考えられます。 

改善のためには、市民の皆さまにご意見、ご協力を仰ぎながら、『第三次行財政改革方針』に

基づく行財政改革を推進していく必要があります。 

歳 入 と 歳 出 

貯 金 と 借 金 

財 務 指 標 
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行財政改革とは？なぜ取組みが必要なの？ 

 

更なる少子高齢化による  

福祉・医療費の増加  

税収の  

伸び悩み  

 

公共施設の老朽化  

「ゆとり」のない財政運営  

 ※経常収支比率の高止まり  

（1８頁参照）  

公共施設の統廃合・  

  民間委託の推進  

生活習慣病の予防、病気

の早期発見・治療など健

康寿命を延ばす施策によ

り、医療・介護費を削減

します  

行 政 サ ー ビ ス を 受

け る 人 に 応 分 の 負

担を求めます  

市民協働（行政が実施すること、

市民・ＮＰＯ団体などに実施し

てもらうことの明確化）  

人口の減少  
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◇  様々な事務事業の民間委託化  

◇  指定管理者、ＰＰＰ／ＰＦＩ制度の推進  

 

 

◇  市税収入等の確保   ◇  新たな財源の確保  

◇  受益者負担の徹底   ◇  ふるさと納税制度の推進  

      第三次館山市行財政改革方針（平成３０年度～３４年度）  

 今後の行財政改革の取組みについて 

市では今後の中長期的な財政予測や、現状の課題点などを踏まえ、平成３０

年４月に新たな『第三次館山市行財政改革方針』を策定し、行財政改革に資す

る具体的施策を定めました。  

本計画を着実に実行するため、公募市民

などからなる外部組織（館山市行財政改

革委員会）での検証作業を行います。  

実施計画  

      単年度４億円の財政効果額（歳入増加・歳出削減）  数値目標  

１  歳入（収入）確保  

 

             ◇  事務事業の見直し  

◇  組織体制の見直し   ◇  社会保障関連経費の抑制対策  

◇  補助金の見直し    ◇  一部事務組合負担金の見直し  

２ 歳出（支出）削減  

 

 

◇  館山市公共施設等総合管理計画の推進（延床面積２０％削減）  

３ 公共施設の見直し  

４  アウトソーシングの徹底  
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人件費の削減が大きいけれど、 

市職員数はどのくらい減らしてきたの？ 

 ３つのポイント  ！！  

①  民間企業で実施可能な業務は、業務委託をしています。  

現在、市直営で実施している業務も、委託の可能性を再検討し、民

間との連携による更なる住民サービスの向上と、行政の効率化を目

指します。  

    

②  限られた人的資源を有効に活用にするため、効率的な人員体制の構

築に努め、組織としての生産性の向上を図ります。  

 

③  『最少の経費で最大の効果』をあげるため、コスト意識を持ち、効

率的な働き方に努めます。  

少ない職員で行政運営するために，どのような取組みをし

ているのでしょうか？  

546

414 410 408 405 399 398 401 406 406 404

10.1

8.2 8.2 8.1 8.1 8.0 8.0
8.2 8.3 8.4 8.4

12.4

12.2 12.1
12.0 11.9 11.9 11.8 11.8

11.4 11.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0

200

400

600

H６ H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

職員数

人口1,00 0人あたり職員数（館山市）

人口1,00 0人あたり職員数（県内同規模団体平均 H19以降）

（ピーク時）

▼ 市 職 員 数 の 推 移

（毎年４／１時点 単位：人）
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※平成30年度に実施する重点施策の概要や主要事業については，別添資料をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後までお読みくださいまして 

ありがとうございます。 

 

今年度市が取り組む事業内容や現在の財政状況などについて、 

ご理解を深めていただく機会となりましたでしょうか。 

「ここが分かりにくかった」「○○について取り上げてほしい」 

などのご意見がございましたらお気軽にお寄せください。 

より分かりやすい「館山市の家計簿」を皆さまにお届けできるよう、

改善してまいります。 

 

皆さまからのご意見をお待ちしております。  
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館山市の家計簿 

（平成３０年度当初予算版） 

 

平成３０年５月作成 

館山市総務部行革財政課 

ＴＥＬ 0470-22-3291 

ＦＡＸ 0470-23-3115 

E-Mail gyouzai@city.tateyama.chiba.jp 


